
第 23 回全国高等学校少林寺拳法選抜大会

参加予定であった皆さまへ

合掌

　今般、 新型コロナウイルスの感染拡大防止に伴う

措置として、 3 月 21 日から 23 日に予定されて

いた標記大会を断腸の思いで中止することとなり

ました。

　本大会を目指してきた拳士各位の日頃の努力に

思いを馳せると、 無念な気持ちと同時に、 悔しい

という思いも込み上げてきます。

　また、 大会にあたってご指導 ・ ご支援を続けてこ

られた指導者 ・ 学校関係者の皆さまのお気持ちも

察して余りあるという心境です。

　全国一斉の臨時休校に伴い、 各校では日常と

異なる学校生活が続いていると思いますが、 この

時期を大過なく乗り越え、 拳士の皆さんが新たな

目標に向かって歩み始めることを念願しています。

　これまでの修行で培われた皆さんの胆力と体力、

そして発想力や想像力が、 この危難を乗り越えて

いく原動力になると信じています。

　一日も早くこの問題が終息に向かい、 皆さんが

安心して修行を再開できる日がきますように念願

しております。
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本大会テーマ 「繋げ～ひとりひとりが輝く光になれ」 は、 北海道富良野高校 塚田望生さんの案に内定していました。
つかだ みう


